
埋立容量：350,000m3 （合計1,300,000m3）
【事業概要】

遮水工（セメント改良土工、ベントナイト改良土工、遮水シート工）、固定工、漏水検知システム、モルタル吹付け工、
雨水集排水工、地下水集排水工、浸出水集排水工、飛散防止設備工 他

【 工 期 】平成30年6月～ 令和2年1月
【 事 業 費 】1,227,962,600円
【 受 注 者 】鴻池・谷庄特定建設工事共同企業体
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浸出水処理施設

施工範囲

浸出水処理施設の能力増強 （処理水量350m3/日 ⇒ 500m3/日）
近年の集中豪雨による浸出水量増加のリスク低減を目的に、施設の能力を増強する。

【事業概要】
生物処理工程接触材交換、第１凝集沈殿設備移送ポンプ(0.35m3/分)2基、砂ろ過塔(150m3/日)1基、
活性炭吸着塔(150m3/日)1基、放流ポンプ(0.25m3/分)1基および配管φ80×699m 他

【 工 期 】令和元年7月～ 令和２年５月
【 事 業 費】234,360,000円
【 受 注 者 】日立造船株式会社

これからの埋立範囲

第４期施設整備工事（１月末に工事完了）
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